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業績予想の修正、特別利益の計上及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は 2020 年３月期におきまして、下記のとおり特別利益を計上するとともに、2019 年５月 15 日に公表した

通期業績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
 
 業績予想の修正について 
2020 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2019 年４月１日 ～ 2020 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 9,700 0 60 60 39.59 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,600 △200 △130 30 19.75 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △100 △200 △190 △30 － 

増 減 率（％） △1.0 － － △50.0 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 9,406 △55 7 △46 △30.57 

 

修正の理由 

売上高は、修理部品、修理工事の売上は当初計画を上回る見込みとなりましたが、主機関の生産台数は予定通

りとなるも大型 UE 機関の台数が減少したこと、また、陸上部門の売上減少、特に外販鋳物の売上計画未達により

公表計画を下回ることとなりました。 

収益面では、工作機械業界向けの外販鋳物の受注の低迷から、鋳物単価が上昇。主機関の製造コストに大きく

影響を及ぼしたことにより製造原価が悪化。また、船舶の環境規制に対応したエンジン開発に係る試験研究費の

増加等経費も増加しており、期初の予想に比べ大幅に損益は悪化しました。 

但し、下記のとおり、特別利益を計上いたしますので、2020 年 3 月期の業績予想（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3

月 31 日）については、上記のとおり修正いたしました。




